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　命が救える身近なボランティア、その名も「献血」。
献血に目覚めたのは8年前。血液不足を伝えるドキュ
メンタリーを見て「自分も協力せねば」との使命感から
でした。はじめて行った献血ルームはいつも使う駅の
側。施設は狭くベットはまるでベンチのよう。横になっ
ても足も伸ばせない。献血が目的だから気にもしませ
んでした。採血中は「痛くないですか」「お気分は如何
ですか」などと気遣ってくれて、お客様になった気分。
帰る時は「ありがとうございました。またご協力くださ
い」と感謝され、すごくいいことをした気分で嬉しくな
る。それから6年同じ献血ルームに通い続けました。
　そんなある日、外回りの途中で時間が空いてしま
い、どうやって時間をつぶそうか思案。「そうだ、献血を
しよう」と思いつき、いつもとは別の献血ルームへ。
入った先は別世界。広々とした待合室はオシャレなカ
フェのよう。漫画や雑誌も充実していてドリンクやお菓

子は勿論のことアイスまで。採血用のシートはまるで
ファーストクラスの座席のよう。
　調べてみたら都内に献血ルームは14ヶ所。どこも
「ファッション」や「アート」「未来」「森と水」などコンセ
プトがあり、とても凝っている。高級ホテルのような
ルームもあれば、モダンな作りや近未来の雰囲気たっ
ぷりのルームまで。インテリアにもこだわっていて、託
児所を併設しているところまである。
　こんなオシャレなところで献血したい。それから私
の献血ルーム巡りがはじまったのでした。あれから2
年。巡った先は都内11ヶ所、神奈川2ヶ所。高尚なボラ
ンティア精神はどこへやら、完全に趣味と化した献血。
目下の目標は都内の献血ルーム制覇。家族の呆れ顔
を横目に、ボランティアの名のもとに今日も献血ルー
ムへと出かけていくのでした。

 （血の気は少ない方）

初夢で見るものの中で、縁起のよいとされている
ものの順番。「○○○○○三茄子」。
米国の通貨単位。
暦注の六曜（ろくよう）の一つ。万事によいとされ
る日。
ヨーロッパ大陸の北西の国。正式名称はグレートブ
リテン及び北アイルランド連合王国。
仕事率、工率の単位。馬一頭が発揮する工率に由来。
歌舞伎劇場で、舞台の床を切り抜いた方形の穴。
幽霊・変化などの出入りや、井戸・池などに飛び込む
ときに用います。
走り高跳びや棒高跳びで、飛び越える横木。
はなやかで美しいこと。また、はなやかすぎて不相
応なこと。
よく聞こうとすること。また、そうしているときの耳。
賃金や品物などを期日より前に渡すこと。
便り。連絡。また、訪れ。
公共・福祉のためにする個人の自発的な協力。「○
○○○リズム」。
主要なことがら。中心。
ある程度の幅をもった価格の範囲。プライスゾーン。
粘土を焼成して作った素焼きの器物。
立った姿。立った状態。以前の体力テスト「○○体
前屈」。
火口から溶岩・火山灰・火山ガスなどが噴出すること。
綿糸で織った布。綿織物。
昨年の大晦日はどちらが勝ったかな？「紅白○○○」。

Vol.813クロスワード 答えは
「生産性（セイサンセイ）」でした。

小板に盛りつけて蒸すか焼くかして作ったか
まぼこ。
身分や立場など。
英語で「火」、「火災」をさす単語。
深作欣二監督による、戦後の広島で起きたや
くざの抗争事件を題材とする映画。
調味料として加える酒やみりんを煮立て、ア
ルコール分をとばすこと。
立ったまま動けなくなること。
家庭内の暮らしに関する仕事。
新人選手。
（関西地方で）ブリの幼魚。「○○○→ハマチ
→メジロ→ブリ」
井上陽水のヒット曲。「○○○○○○ホテル」。
フランス南東部からイタリア北西部まで帯状
に延びる地中海沿岸の観光・保養地。
シェークスピアの悲劇。「○○○とジュリエット」。
陸地が、川、湖などの水に接した所。
カップ容器に入った日本酒の商標名。
和服の1つで、既婚女性が着用する最も格の
高い礼装。「○袖」。
短い期間。わずかなあいだ。
慌ただしいさま。
原因と結果。また、その関係。
窒素族元素の一つ。
牛肉、豚肉などの素材にパン粉をつけて油で
揚げた料理。「カツレツ」の略。
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　明けましておめでとうございま
す。本年もどうぞよろしくお願い申
し上げます。皆さん、年末年始はゆ
っくり休養できましたでしょうか。
新たな気持ちで2018年のスタート
を切りましょう。
　さて、新年にあたり、日建連 有賀
事務総長との新春対談が実現し、
日建連が取り組む課題や建設産業
の「働き方改革」について貴重な
お話を伺うことができました。
　今号では4週8休チャレンジ作業
所訪問記や政策提言特集にて4週
8閉所の実現にむけた活動などを
紹介しています。また、2017年度会
社訪問では企業経営者から伺った
意見を掲載しました。ここでも話題
の中心は「4週8閉所」と「時短」で
す。今年は私たちにとって「長時間
労働の解消」と「4週8閉所の実現」
にむけたチャンスの年です。とも
に取り組んでいきましょう。
　今年も機関誌「Compass」で皆
さんに日建協の活動や有益な情
報を発信していきます。より良いも
のとするために、忌憚の無いご意
見をお待ちしております。　
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新年が皆様にとって素晴らしい年となりますように！ 今年もクロスワードをよろしくお願いいたします。
二重枠の言葉を並び替えると答えが出ます。答え、郵便番号、住所、氏名、加盟組合、Compass の感想を記入し、
はがきかメールでご応募ください。正解者の中から抽選で 30 名様にクオカードを贈呈します。
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多数のご応募ありがとうございました。
次の当選者の方々にクオカードをお送りします。

石原廉也（青木あすなろ）、車塚美知子、佐々木伸弘（アサヌマ）、
梅澤政弘、越田充信、谷澤ちか子（安藤ハザマ）、高橋一磨、林 忍（奥村）、
浦口貴行、本田慎之介、安岡礼史（鴻池）、伊藤規子（五洋）、竹林 和（佐藤）、
福西宏行（シミズ）、木田基之（大日本）、有馬広明（東鉄）、檜垣友見（東洋）、
榎園庄一郎、吉川真優、金子浩二、菅原淳一、仲井美穂、中村洋介（飛島）、
熊澤奈弥、平出美枝（西松）、臼井乙海（JS)、津田みち（ピーエス三菱）、
永冶利実（松村）、及川友未（丸彦）、寺山辰憲（三井住友）　　＜敬称略＞

編 集 後 記

ヒント：政治的・社会的な一大変革。

カイガイリヨコウカカ
クライマツクス　ハバ
エイセイ　セトワンヤ
キシン　サイワリビキ
テンシヤ　サレマツ
イ　ヤクザイ　シ　カ
シシ　ソクバイ　ナゾ
ヤキニク　イエガマエ
　ケシゴム　スライド
シンメトリー　リキシ
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